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決算特別委員会
　付託された議案について４日間にわたり審査を行い、多岐にわ
たる質疑が行われ、６名による討論ののち採決されました。令和
５年度一般会計歳入歳出決算、その他の特別会計決算、下水道事
業会計について全会一致で認定すべきものと決しました。
　令和５年度の一般会計の決算額は、前年度と比べると、歳入は
4.7％減の951億4千万円、歳出は4.1％減の895億1千万円です。
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一般会計 市税などを財源として、福祉や教育、文化、公共事業
など行政運営の基本的な経費を計上している会計。

特別会計

保険料や利用料など独自の収入をもって特定の支出に
充てるため、一般会計から切り離して、その収入、支
出を経理する会計。本市には、競輪事業、国民健康保
険事業、駐車場事業、介護保険事業、後期高齢者医療
事業の５つの特別会計がある。

公営企業会計

企業の経済性を発揮するとともに、公共の福祉を増進
するように運営すべき事業として定めた会計。民間企
業のように貸借対照表や損益計算書などの財務諸表を
作成し、経営状況を把握することができる。本市では、
下水道事業が該当する。

会計の種類用語解説

総括質疑とは、議会の会議に付する案件を一括の議題とし、議題と
された全事件に対する疑義を同一議員がまとめて述べ、議案等提出
者からの答弁を求める質疑方法。
立川市議会では、質疑時間は答弁を含め１時間以内としている。

決算総括質疑用語解説

決算特別委員会で出た主な質疑項目本会議において行われた決算総括質疑
一般会計

議会費 ・議会事務の不用額

総務費
・安全・安心のまちづくり推進事業
・コトリンク運営事業
・市長選挙執行事務
・入札・契約制度改革

民生費
・ひとり親支援
・生活保護費
・障害者・高齢者支援

衛生費
・各種ワクチン接種
・妊産婦支援
・環境啓発
・温暖化対策事業

労働費 ・若年者就労支援事業

農林費 ・農産物の鳥獣被害対策
・みのーれ立川の運営

商工費 ・経営改善緊急支援事業
・商店街支援事業

土木費 ・道路の維持管理
・市営住宅管理運営

消防費 ・避難所運営支援
・消防団の運営

教育費
・包括的性教育
・放課後居場所づくり
・民間のプールを活用したプール指導

特別会計

競輪事業会計 ・KEIRIN グランプリ
・選手の育成

国民健康保険事業
会計 ・保険料

介護保険事業会計 ・介護認定審査会
・徘徊高齢者の家族支援

一般会計決算に対する意見（討論より抜粋）
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松本　あきひろ（たちかわ自民党・安進会）
　　緊急輸送道路である立３・１・
34号の南進については踏切の問題
があり、有事の際には踏切で遮断さ
れ、緊急車両が通行できない状況で
す。この課題への昨年度の取り組み
と今後の方針をお示しください。

　　立３・１・34号中央南北線は、
本市のみならず都においても重要な
都市計画道路です。昨年、都は本市
や鉄道事業者と課題調整を行う会議
体を設置し、今後、鉄道との立体交
差構造等を検討するとしています。

問

答

　　少子高齢化社会の中で大切な子
どもたちが成長していくために、育
児パッケージプランのような市の経
済的支援が今まで以上に重要になっ
ています。昨年度はどのような取り
組みを行いましたか。

　　経済的負担軽減のための、教育
費の補助、高校生年代までの医療費
無償化、第２子の認可保育所等保育
料の無償化、妊娠・出産に係る面接
を受けた方への応援ギフト等の給付
等、多岐にわたる支援を行いました。

問

答

その他の主な質問項目　▷歴史民俗資料館の今後　▷小中学校舎の状況　
▷地域猫の状況　▷防災について　▷交通安全対策支援　▷自治会支援策　
▷経済産業支援　▷地域コミュニティ　▷高齢社会対応支援

緊急輸送道路の課題
少子高齢化社会対応策について

この10年間で積立金現在高が大きく伸びたこと、
将来にわたる財政負担が大きく減少したことを高
く評価。厳しい社会の中で極めて健全な財政をし
てきたことに感謝したい。種々の事業については
決算特別委員会の４日間で鋭意指摘させていただ
いた。今後の第５次長期総合計画にも大いに期待
する。

次世代に過度な負担がかからないよう計画的な財
政運営を。施設整備に向けては、各課の円滑な連
携により市民サービスを向上させる必要がある。
地域に根差した問題解決を進め、市民と共により
良いまちを作っていくことを期待する。

日本共産党は市長の所信表明と公約実現につい
て、市民の暮らしに寄り添う対応を求めたが、物
価高騰に対して前向きな対応がされたと考えてい
る。今後も市の職場環境の改善をはじめ、多岐に
わたる諸課題への取組を行うことを求める。

清水庄平前市長の公約に基づく第４次長期総合計
画の集大成の年だった。前市長を支え、市民のた
めの行政運営、市長公約による施策遂行に尽力さ
れた職員の皆様に感謝したい。

前市長の信念が実現した年だったと感じる。行政
は継続性も重要なため、今までの流れも大切にし
ていくことを願う。
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